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第 3 戦は 24 時間レース。ジェントルマンドライバーの松井宏太選手と

GBドライバーの野中誠太選手、服部尚貴選手、吉田広樹選手、さらに
スポット参戦の平良響選手の 5 人で挑みました。金曜日にドライコンディ
ションで行われた予選では、Aドライバーの松井選手、Bドライバーの野中
選手がともにトップタイムを記録。両ドライバーの合算タイムにより、2 戦連
続のポールポジションを獲得しました。 
土曜日の天候は曇り。チームは松井選手が新品タイヤで走行することを
前提に、24 時間で 18 スティントのレースプランを策定。GB ドライバーが
担当するスティントではタイヤ無交換もしくは左側 2 本交換に抑え、ライ
バルとの差を広げる作戦です。決勝は 14時 59分にスタート。吉田選手
はトップで 1 周目を終えますが、最大のライバルである#25 日産 Z との
戦いが序盤から続きます。作戦通り 85 分ほど走行し、服部選手へ交
代。2 位に後退した服部選手は#25 日産 Z のオーバーテイクを試みま
すが、トップ奪還には至らず。レース開始から約 3 時間で松井選手へバトンをつなぎました。18 時半を過ぎ、ナイトセッションに入ると、松井
選手はトップの#25 日産 Z との差を着実に縮め、接近戦を展開。続く野中選手はトップに立ちますが、松井選手のピットイン時にピットロー
ド速度違反の裁定があり、154 周目に 60 秒のドライブスルーペナルティを消化します。一時は 5 位まで後退しますが、粘り強く順位を回
復。再び上位争いへ復帰します。その後はスポット参戦の平良選手が初参加とは思えない安定した走りを披露。吉田選手も着実に周回を
重ね、286 周目に再びトップに立ちます。290 周目、コース上にストップ車両が発生。チームは FCY（フルコースイエロー）導入の可能性
が高いと判断し、通常の予定を変更して緊急ピットインを行ったところ、見事に的中。ライバルが 50km の低速走行をしている間にピット作
業を終え、先述のペナルティで失ったロスタイムを取り戻すことができました。 
日付が変わった後も#25 日産 Z との激しい首位争いは継続。松井選手、野中選手、平良選手、吉田選手がそれぞれの役割を果たし
ながら周回を重ねます。明け方、吉田選手のスティント中に#25 日産 Z が 10 分間のメンテナンスタイムを実施したことで、リードは 4 周に
拡大。チームはセーフティカー導入時にメンテナンスタイムを行う計画でしたが、淡々とレースが進行したため、ついにメンテナンスタイムの実施
を決断します。午前 8 時前の 529 周目に服部選手がピットイン。店舗メカニックがブレーキキャリパーとローターを含むブレーキまわりの部品
交換を実施し、松井選手が乗り込み、10分ちょうどでピットアウトします。松井選手の順位はトップの#25日産 Z と 58秒差の 2位。その
後は野中選手、平良選手と若手が走行を担当。ピットインのたびにトップが入れ替わる展開となりますが、残り 2 時間半で再びステアリング
を握った野中選手が#25 日産 Z の前に出ることに成功します。 
終盤になると朝からぽつぽつと振っていた雨脚が強まり、タイヤ選択が勝負の鍵に。野中選手はドライタイヤで走行を続け、リードを広げて

いましたが、#25日産 Z がレインタイヤに交換したのを見て、残り 20分でピットイン。レ
インタイヤに交換し、ピットアウトします。野中選手は順位をキープし、750 周目にトップ
チェッカー。#25 日産 Z とのマッチレースを制したと思われましたが、最後のピットイン時
にピット作業違反の判定があり、105 秒加算のペナルティが科されます。これにより正式
結果は 2 位。今シーズンの大一番はほろ苦い幕切れとなりましたが、これもレース。ラン
キングトップとの差は拡大しましたが、チームはあきらめずにベストを尽くします。 

ENEOS スーパー耐久シリーズ 2026 Empowered by BRIDGESTONE 第 3戦 
NAPAC 富士 24時間レース 富士スピードウェイ（静岡県小山町） 

決勝結果（ST-Z クラス） 
♯52 埼玉 GB GR Supra GT4 EVO2 

（松井宏太／野中誠太／服部尚貴／吉田広樹／平良 響）

決勝：2 位（750 周、24 時間 2 分 53 秒 157） 
予選：1 位（合算タイム：3 分 34 秒 436） 

■トップでチェッカーを受けるもペナルティにより 2位■ 
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Green Brave PARTNERS 

      
赤城車体工業株式会社          株式会社アルシェ        アルファクラブ武蔵野株式会社    株式会社 FM NACK5 

 

    
株式会社岡崎巧芸        株式会社カーグラス・JP       埼群スリーボンド株式会社       株式会社三和広告社       

 

     
JU埼玉オートオークション株式会社        株式会社西武ライオンズ      株式会社セーフティーライフ      ティーズ・ワークス           

 

     
株式会社デンソーソリューション   東京キリンビバレッジサービス株式会社    トヨタホーム東京株式会社   トヨタモビリティパーツ株式会社 埼玉支社      

 

                
富士フイルムビジネスイノベーションジャパン株式会社    マックメカニクスツールズ株式会社        丸和工業株式会社        Mechanix Wear LLC           
 

 
株式会社リビコー 

ST-Z クラス ポイントランキング 
順位  車番       チーム           ポイント 
1位  25   TEAM ZEROONE       79.5 
2位  22   KOKUSAI GROUP SPORTS TEAM 65 
3位  34   TECHNO FIRST  56 
4位  52   埼玉 Green Brave  55 
5位  885  SHADE RACING  38 
6位  20   チームインパル  32 

        上位６位まで 

ST-Z クラス 決勝結果 
順位                チーム           周回数 
1位︓#25 日産メカニックチャレンジ Z NISMO GT4（日産 Z NISMO GT4） 750周 
2位︓#52 埼玉 GB GR Supra GT4 EVO2（トヨタ GR Supra GT4） 750周 
3位︓#22 KOKUSAI GROUP GT4 RS CS（ポルシェ ケイマン GT4 RS CS） 748周 
4位︓#20 NANIWA DENSO IMPUL with マツモトキヨシ Z（日産 Z NISMO GT4）  747周 
5位︓#34 TECHNO FIRST R8 LMS GT4（アウディ R8 LMS GT4）  746周 
6位︓#885 シェイドレーシング GR Supra GT4 EVO2（トヨタ GR Supra GT4） 744周 

出走 11台 トップ 6 まで 

松井宏太選手 
今回のレースは、自分のペナ
ルティが大きな影響を与えて
しまい、その後なかなかリズム
をつかみ切れなかった部分が
ありました。それでもチーム全
員の力でこの順位まで挽回
することができたと思います。
シーズンまだありますので、引
き続き最後まで戦えればと思
います。チームメイトは追い上
げを含めて、コンスタントに走
っていたので、チーム力の賜
物だなとあらためて思います。 

吉田広樹選手 
すごく残念ですが、しょうがな
いですね。「もっとこうできた」
「あの場面はもう少しうまく走
れた」と思う部分もあります
が、最低限の事はできたと思
います。チームで戦う以上、
誰が良い悪いではありませ
ん。ドライバーやメカニックのミ
スを含めて結果ですし、全
員で受け止めるのがチームプ
レーだと思います。この経験
を無駄にせず、しっかり活か
していきたいと思います。 

服部尚貴選手 
レース前半、うまくいかなくて、
60秒のペナルティストップをも
らってしまいました。もう無理
かなと思っていたのですが、な
んとかなりました。夜間も若い
ドライバーたちが頑張ってくれ
たので本当に助かりました。
最初のスティントでの#25日
産 Z とのバトルは楽しかった
ですが、マージンをもって走っ
ていました。 

野中誠太選手 
ペナルティはぼくもびっくりで残
念です。クルマは良かったし、
チームのみんなも誇らしい仕
事をしてくれていました。最終
的にシリーズチャンピオンを獲
得できればハッピーなので、し
っかりと切り替えて次頑張りた
いと思います。現地までたくさ
んの応援の方が駆けつけてく
れて、すごいパワーになりまし
た。埼玉 Green Brave とし
て、チーム一丸となって戦うこ
とができ、楽しい大会でした。 

■DRIVERS VOICE 

[次戦予告] 7月 4日～5日 スポーツランド SUGO（宮城県） 

平良 響選手 
トップでレースを終えたのです
が、タイムペナルティがあり、2
位に繰り下げになりました。本
当に残念です。運が悪いとか
ではなく、今後改善していけば
こういうことはないと思います
し、なくしていかないといけない
なと思います。今回、Green 
Brave の中に入れてもらった
のですが、自分が思っていた通
り、本当にレースを楽しんでい
て、結果を目指してハイレベル
で戦っていると感じました。 


